
【学 校 教 育 目 標】（ゆ）夢をもち （ぐ）ぐんぐん （ち）力をのばす子ども 

 

 

 

 

 

授業参観・ＰＴＡ総会・懇談会・専門部会開催 

２４日（水）に授業参観・ＰＴＡ総会・懇談会・専門部会が行

われました。ＰＴＡ総会には、多くの保護者の皆様に参加してい

ただき今年度のＰＴＡ行事等の運営方針について確認できまし

た。学級懇談会では各学級の経営方針や担任の願いを共有し親子

レクの日程も決めることができました。各専門部会でも、ＰＴＡ

活動に積極的に関わろうとする風土がありスムーズに活動計画

が決まりました。 

本年度、ＰＴＡ活動が順調にスタートしＰＴＡ執行部、学校側

もほっとしているところです。今後とも、保護者の皆様の協力を

いただきながら児童が学校教育目標である「夢をもちぐんぐん力

を伸ばす子ども」に育っていくように「チーム湯口」で一緒に努

力してまいりましょう。どうぞ、よろしくお願いします。 

 

令和６年度ＰＴＡ執行部の皆様（敬称略） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職名  氏   名 児 童 名  (学年) 

顧 問      髙 橋 由 光  聖      （３年） 

顧 問     林   博 文 校 長 

会 長 四 戸 一 也 佑 奈   （３年） 

副会長 
中 村 紘 子 優莉子   （６年） 

髙 橋 裕 子 琉 葵   （５年） 

会計監事 
齊 籐 みさと 悠 月   （２年） 

梅 木 宏 範 謙 伸   （１年） 

事務局長 藤 村 麻 紀 副校長 

事務局員 

筑 後   唯  惟 吹   （４年） 

菅 崎 真里子 教務主任 

佐 藤 由 香 事務職員 

花巻市立湯口小学校 

令和６年度    №４ 

令和６年４月２６日(金) 

TEL28-2220  FAX28-2780 

発行 校長 林 博文 

ゆのさと

連休中のご配慮・ご指導をよろしくお願いします 

 本校の連休は４月２７日（土）から２９日（月）までの３連休、そして５月３日（金）から６日（月）ま

での４連休となります。 

学校から連休中の過ごし方の文書配付をしましたが、健康で安全に過ごすことができるようにご家庭に

おかれましてもくれぐれもよろしくお願いします。 

日常の学習の様子です 



令和６年度 PTA専門部役員の皆様（敬称略） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童朝会 新しい工夫ある活動 

２５日（木）は、今年度 1回目の児童朝会が行われました。昨年度から更に改善し、毎回、そ

れぞれの委員会が全校に工夫ある活動を発表していくことになります。初回は放送委員会が各学

年の代表児童に「挨拶の素晴らしい友達」を発表

してもらう場面を見せてくれました。次回の委員

会発表も今からとても楽しみです。 

全校、そして教職員を含めて、今年度も「チー

ム湯口」を合言葉に生活しています。児童朝会で

も全校がチームとしての一体感を大切にしなが

ら活動してほしいと願っています。 

「家庭学習」に取り組みます 

〈家庭学習時間 学年×１０分以上〉（児童評価目標８０％） 

まなびフェスト２０２４  進んで学ぶ子を目指して 

・家庭学習に取り組みやすい家庭環境をつくります 
学習内容の定着を目指すためには、家庭でも復習をしたり、反復練習をしたりしていくことが大切です。 

1学期末、年度末の２回に振り返り評価をしながら、「まなびフェスト」に向かって今年度は「学力向上」に

重点的に取り組んでまいります。ゴールデンウイークに入りますが、これからも家庭学習の見守りや、翌日の

学習用具の準備について声がけ等のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

指導部  

部長  佐々木 歩  美 七彩（４年) 

副部長 新 田 真 美 翔太（５年） 

副部長 照 井 三香子 香帆（６年）陽太（２年） 

広報部  

部長  菅 原    正 正真（５年) 

副部長 髙 橋 晶 子 雄吾（４年） 

副部長 戸 来 美 樹 陽彩（２年） 

保健部  

部長  佐 藤 麻 子 貫太（５年) 

副部長 信 田 希 美 伽蓮（５年） 

副部長 照 井 陽 子 湧吾（６年） 

家庭学習に取り組むための４つのポイント 
１ 毎日、集中して取り組む（テレビを見ながら、食べながら等の「ながら学習」はしない） 

２ 決まった時間帯に取り組む（スポ少や習い事等、曜日によって時間帯を調整しながら） 

３ 整った環境で取り組む（特に机の周りや上を片付け、すっきりとした環境で） 

４ 規則正しい生活をする（これが、家庭学習を進めていくための大切な土台となります） 


